
⑦
袋小路のため除雪車が
入ることができない

④
町内の小路が除雪が
行われないため①②
が雪捨て場になり、
ゴミの収集車が入る
ことができない

⑥
除雪道路だが、路上
駐車しているため、
十分な除雪が行われ
ない

①②
緑地帯が雪捨て場
になっているた
め、玄関先が雪山
になってしまう

③
側溝がたるんでいる
ため、水が溜まり凍
結する

⑤
除雪車が幼稚園の壁をさ
けて除雪するため、Ａさ
んの家の前に雪が置いて
いかれる

住宅地図を見ながら、現状の問題点を参加者全員で話し合い、
マップを作成。今回のワークショップでは、地域の問題を住民
が共有しあうことが問題解決の第一歩になった。
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特
集
　
協
働
と
納
得
の
ま
ち
づ
く
り

中
心
に
除
雪
役
員
や
各
組
の
除
雪
責
任
者
を

決
め
、
連
絡
網
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
車
が
入
る
と
き
や
排

雪
作
業
を
す
る
と
き
の
連
絡
が
密
に
な
り
、

地
域
の
除
排
雪
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し

た
。

参
加
者
の
声

○
行
政
と
住
民
が
率
直
に
話
し
合
う
場
を
重

ね
る
ご
と
に
、
お
互
い
の
立
場
、
考
え
方
、

仕
事
の
内
容
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
、
意
志
の
疎
通
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
の
よ
う
な
自
治
会
活
動
も
い
い
も
の
だ

と
思
っ
た
の
は
わ
た
し
だ
け
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
﹁
住
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ

て
雪
に
向
か
う
﹂
と
い
う
意
識
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

○
何
よ
り
町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
、

よ
い
方
向
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
。

○
雪
寄
せ
後
の
道
路
の
き
れ
い
な
こ
と
。
ち

ょ
っ
と
疲
れ
た
け
ど
、
あ
の
そ
う
快
な
気
分

は
何
と
も
言
え
な
か
っ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
除
排
雪
の
た
め
に

新
た
な
補
助
や
制
度
を
作
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
と
自
治
会
、
ま
た
は
自
治
会

の
中
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
現
在
の
制
度
を

活
用
し
て
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
の
つ
な
が
り
、
地
域
と
行

政
の
話
し
合
い
や
協
力
が
、
地
域
の
課
題
解

決
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

末広町第２自治会とともに

除排雪モデル地区に指定さ

れ、約半年間にわたり参加し

たワークショップ。地域とし

て満足のいく結果を出せたこ

とに安どしています。

ワークショップでは、現状

の地域の問題点を住民同士が

話し合い、共有することに多

くの時間をかけました。始めのころは「現状把握に時

間をかけすぎではないか」という疑問が常にありまし

たが、自治会での話し合いの機会を重ねていくうちに、

徐々に町内に助け合いの心が芽生えていったように思

います。

多くの地域住民が参加した排雪作業では、これまで

一度も話したことがない人、話し合いの機会を作って

も参加したがらなかった人まで、延べ80人の住民が参

加してくれたことは感動の一言でした。その光景は、

幼いころに目にしたものと同じ、「助け合いの心」そ

のものであり、現在の社会が忘れかけている大切なも

のを再発見できたように思います。

みんなが明るく、いきいきと暮らすことができるま

ちになるまで、がんばっていきたいと思います。

上町自治会　会長
能登祐子さん


